
細胞の仕組みを観察してみませんか？
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高校理科（生物・細胞）の学習内容

近年、オートファジーとヒト疾
患との関係が、論文として数多
く報告されています。

オートファジーをはじめ、細胞
が持つさまざまな仕組みを理解
することが、原因不明の難病の
治療法の開発につながります。

リソソーム

細胞へのストレス負荷

•化学物質

•飢餓

•熱

培養細胞

自食作用（オートファジー）

細胞や必要な試薬を準備して、
顕微鏡で観察します。

オートリソソーム上のマーカー
に目印を付けることで、オート
ファジーが起こっているかどう
かが分かります。

異常タンパク質の生成
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正常•癌

•アルツハイマー病

•パーキンソン病 など
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細胞内の
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隔離膜

オートファジーって、
どんなときに起こる
のかな？

高校では、細胞の構造や細胞小器官について学びましたね。細胞小器官の1つであるリソソームは、細胞内外の
成分を分解する細胞小器官です。リソソームに関連する現象として、オートファジーについても学習しました。
この現象の発見はノーベル賞受賞にもつながりました。憶えていますか？

オートファジーとは「細胞内の
自己成分をリソソームで分解す
る細胞の機能」です。

どんなときに、この現象は活発
になるのでしょうか？

実際に観察してみましょう！


